
 - 1 - 

日本の SNSにおける政治的分極化と 

「フェイクニュース」を流布する傾向 
 

 

ファーヒ・ロバート （早稲田大学高等研究所） 

 

２０２２年度 日本政治学会 

パネル：ネットワーク分析の政治学研究 

 

１．はじめに 

 近年、世界各地で民主主義社会への

脅威が高まると言われている「フェイ

クニュース」の現象に研究者の関心が

集まっている。「フェイクニュース」と

いう用語は 19 世紀後半に生まれたが、

最近ではドナルド・トランプ元米大統

領が、自分を批判するジャーナリスト

等を「フェイク・ニュース・メディア」

と読んで攻撃するために広めたもので

ある1。このような表現は、戦前のド

イツでナチスが反対するメディアを

「ルーゲンプレス」（「嘘つきメディ

 
1 Lacombe, 「Weaponized Group Identities and the 
Health of Democracy」, 255. 

ア」）と烙印を押したことと類似性を

持っていると言われている。しかし、

学術界では、フェイクニュースの研究

はより正確な定義を持っている。学者

に検討されているフェイクニュースと

は、特定な目的、つまり利益や宣伝等

のために、故意に偽物な情報をニュー

スとして広めることである。歴史上、

政治的な目的のためにプロパガンダ活

動が行われてきたが、近年、ソーシャ

ル・ネットワーク・サービス（SNS、

つまりツイッター、フェイスブック、

インスタグラム等のソーシャルメディ
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ア）の普及により、偽物な情報がこれ

まで以上に速く、簡単に広まれている。

同時に、市民が利用できる情報源の数

が圧倒的に増えたことで、テレビや新

聞のような伝統的メディアがフェイク

ニュース報道に効果的に反論する力も

弱まってきている。 

 フェイクニュースは、政敵を貶める

ことや、商売敵の製品の品質に疑念を

生じさせること、軽蔑されるマイノリ

ティーの方々を悪者にすること等、目

的が色々ある。近年、最も有害なフェ

イクニュースは、陰謀論を広まり、陰

謀論の確信を支持するような報道であ

る。COVID-19 ワクチンに関する陰謀

論や、２０２０年の米国大統領選挙の

結果を否定する陰謀論、米国の民主党

の政治家による巨大な犯罪陰謀の存在

を出張する「QAnon」の陰謀論など、

いずれもネット上で拡散されたフェイ

クニュースの大波に支持されていた。

こうした陰謀論が蔓延することで社会

に与える被害は深刻である。世界中で

何百万人もの市民が命を守るワクチン

接種や感染対策の指針を拒否し、米国

 
2 Douglasほか, 「Understanding Conspiracy 
Theories」, 4. 
3 Hofstadter, 「The paranoid style in American 
politics」; Bunzel, Anti-Politics in America: 
Reflections on the Anti-Political Temper and Its 
Distortions of the Democratic Process; Lipsetと

では、QAnon や、２０年選挙が「盗

まれた」という陰謀論を信じた暴徒が

米国国会議事堂を襲い、議員の生命を

脅かし、５人の死者が出る事態となっ

た。また、SNSを通じて陰謀論が広ま

り、フェイクニュースの報道がマイノ

リティーへの暴力行為につながったり、

選挙の精錬性が損なわれたりしている

国もいる。 

 陰謀論が政治や社会に与える影響に

ついては、２０世紀半ば頃から研究さ

れている。陰謀論とは、「大した事件

や出来事に関して、殆どの人々が広く

認識している説明を否定し、代わりに

背後には大きな権力をもった団体によ

る陰謀や戦略がある」と信じる思考の

ことである2。Hofstadter の影響力の

あ る 「The Paranoid Style in 

American Politics」をはじめ、陰謀

論への信奉と反民主主義的な政治的過

激さを結びつける研究は、当初から良

く行われていた3。最近の研究では、歴

史上、陰謀論信奉が暴力行為と関連し

ており4、危機的状況にあるときに市

民が特に陰謀論を信じる傾向があるこ

Raab, The politics of unreason: right wing 
extremism in America, 1790-1970. 
4 Aaronovitch, Voodoo histories; Vegettiと Littvay, 
「Belief in Conspiracy Theories and Attitudes 
toward Political Violence」. 
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とが示されている5。陰謀論を信じると、

民主主義や司法制度が陰謀家たちによ

って不当に支配されていると考え、信

用しなくなる6。このように、陰謀論

は違法行為や暴力行為を正当化するも

のである7。 

 当然ながら、陰謀論信者のうち暴力

行為を行う者は少数派である。陰謀論

信奉は非常に一般的で、成人の過半数

が少なくとも１つの陰謀論を信じてい

るという世論調査研究8がある一方で、

暴力行為はありがたいことに稀なまま

である。しかし、陰謀論が生み出され、

広められるオンライン・グループなど

は、そのメンバーを徐々に過激化させ

ていく可能性がある。日常生活で不満

や孤立を感じている人々には、このよ

うなグループが同じ考えを持つ仲間の

「コミュニティー」を提供し、彼らは

ともにますます極端な見解や立場を受

け入れる9。多くの場合、このような

オンライン過激化は、嫌がらせやヘイ

 
5 van Prooijenと Douglas, 「Conspiracy Theories 
as Part of History」. 
6 Eberl, Huberと Greussing, 「From populism to 
the “plandemic”」; Imhoff, Dieterleと Lamberty, 
「Resolving the Puzzle of Conspiracy Worldview 
and Political Activism」. 
7 Jolleyほか, 「Belief in Conspiracy Theories and 
Intentions to Engage in Everyday Crime」; Gerber
ほか, 「On the justification of intergroup 
violence」; Jolleyと Paterson, 「Pylons Ablaze」; 

トのキャンペーンから現実世での暴力

にいたるまで、反社会的な行動につな

がっている。したがって、一般の人々

の陰謀論信奉の程度を世論調査等で監

視することだけでなく、陰謀論を広め

るSNSコミュニティーの性質、アイデ

ンティティー、活動を監視し分析する

ことは非常に重要である。 

 日本は比較的に陰謀論が少ないとた

まに言われるが、このテーマに関する

研究は限られているため、それを裏付

ける実証的証拠はほとんどない。確か

に、日本のCOVID-19対策が陰謀論に

大きな影響を受けていないことは事実

であり、陰謀論が社会団体間の対立を

激化させている米国などに比べると、

日本の社会的二極化は進んでいない。

しかし、日本が「陰謀論と無縁」とは

言い切れず、陰謀論による社会的な危

険性はどの国にも存在する。世論研究

によると、日本国民は欧米諸国と同様

の陰謀論を多く信じており、日本国民

Obaidiほか, 「The “Great Replacement” 
Conspiracy」. 
8 Stempel, Hargroveと Stempel, 「Media Use, 
Social Structure, and Belief in 9/11 Conspiracy 
Theories」; Butterと Knight, 「The History of 
Conspiracy Theory Research」. 
9 Klein, Cluttonと Polito, 「Topic Modeling 
Reveals Distinct Interests within an Online 
Conspiracy Forum」; Schatto-Eckrodtほか, 
「Use and Assessment of Sources in Conspiracy 
Theorists’ Communities」; Bélangerほか, 
「Supporting Political Violence」. 



 4 

の陰謀論信奉には党派性があり、

「NHK から国民を守る党」などの反

主流政党の支持者は陰謀論を信じる傾

向が強いことが分かっている10。新型

コロナウィルス否定派はパンデミック

期間中、日本の都市で集会やデモを行

い、最近の多くの選挙では反ワクチン

候補が立った。極右では人種差別的な

陰謀論が盛んで、中国人や韓国人を対

象としたもの（例えば、あるメディア

企業や機関が韓国の血を引く人物に支

配されていると主張する）が多いが、

意外にもユダヤ人を対象としたものも

ある。なお、新型コロナウィルスのパ

ンデミックの時には、多くの人が孤立

感を感じ、SNS 上の陰謀論グループに

参加するようになり、米国の QAnon

の陰謀論を日本化した「JAnon」や

「神
や
真
ま
都
と
Q」といったグループの活動

が活発化した11。このような団体のメ

ンバーが、日本の予防接種会場を襲撃

しようとしたこともあった。日本では、

米国国会議事堂襲撃事件と類似した事

件は起きていないが、日本に存在する

陰謀論グループを研究し理解する必要

があることは明らかである。 

 

 
10 Majimaと Nakamura, 「Development of the 
Japanese Version of the Generic Conspiracist 

２．事例を紹介 

 ２０２２年７月８日午前１１時３１

分、安倍晋三元首相が奈良市の駅前で

選挙演説中に手製の銃で撃たれた。元

首相の死亡は同日夜１８時半ごろに正

式に発表された。暗殺の容疑者は４１

歳の日本人男性と判明し、その後、容

疑者の動機が安倍元首相と統一教会と

のつながりにあることが明らかになっ

た。統一教会はカルト宗教で、容疑者

は家族の経済的問題をそのせいにして

いた。 

 安倍元首相は戦後最長の首相であり、

その衝撃的な暗殺は国内外に強い反応

と非難を引き起こした。インタネット

上でも、発泡事件の報道がなされた当

初から、非常に強い反応があった。多

くのSNSユーザーは安倍元首相の回復

を祈り、この襲撃事件を非難したが、

安倍元首相は特に右翼団体に人気があ

ったため、それらの団体の中には、銃

撃事件の犯人と思われる左翼団体や外

国人を批判する声も殺到した。容疑者

が外国人ではないこと、左翼団体とは

無関係の動機であることなどが明らか

になっても、一部の右翼はこの新しい

情報を信じようとせず、メディアや警

Beliefs Scale (GCBS-J)」; Fahey, 「日本における
ポピュリズムと陰謀論の信念」. 
11 雨宮, あなたを陰謀論者にする言葉. 
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察、政府によって重要な情報がまだ隠

されていると主張していた。人々は自

分の信念に反する事実を受け入れるよ

りも、既存の信念を支持するフェイク

ニュースに従うことを選択するのは、

まさに新しい陰謀論が生まれる状況で

ある。そのため、本研究は安倍元首相

暗殺事件直後に陰謀論やフェイクニュ

ースを作成・拡散したツイッターアカ

ウントのコミュニティーを検討する。 

 

３．データ収集 

 日本の報道機関が銃撃事件を報じて

（午前１１時４５分頃）約１０分後か

ら、Twitter Search API からリアルタ

イムにデータが収集された。「安倍」

と「左翼」「反日」「在日」を組み合わ

せて、この事件に関する陰謀論やフェ

イクニュースのツイートを多く捉えそ

うな検索語を選定した。（「右翼」のよ

うなキーワードも使用したが、結局右

翼と暗殺を結びつける陰謀論の証拠が

なかったため、これらのデータを除外

した。）このキーワードに合致するツ

イートが、その後２週間、１５分ごと

に最大数自動収集された。 

 リツイート（RT）を含めると、１

５日間に３つのキーワードを合致する

約２４万件のツイートが収集された。

図１でキーワードごとの頻度を示す。

キーワードの中で、「左翼」が圧倒的

に多く出現した。この表現は右翼団体

図 1 キーワード頻度（対数スケール） 
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による侮辱としてよく使われるもので、

必ずしも左翼過激派を指すわけではな

い。右翼の方は、中道左派の野党や、

NHKをはじめ中道派のメディアなどを

「左翼」と烙印を押すことが多い。 

 もちろん、それぞれのキーワードを

使う理由はさまざまなので、すべての

収集したツイートにフェイクニュース

や陰謀論の内容が含まれているわけで

はない。次に、データを検討し、実際

に陰謀論を広めているツイートを抽出

する必要があった。 

 

４．陰謀論抽出 

 収集したデータの中、１００回以上

リツイートされているアカウントは１

４７件あり、この情報ネットワークに

おいて非常に大きな影響力を持ってい

る可能性があった。しかし、これら１

４７件のアカウントのツイートを丹念

に読むと、その多くがフェイクニュー

スや陰謀論を投稿していないことが確

認された。投稿の殆どは、左派の人々

や団体に激怒するものであったが、大

半は、安倍元首相の死後の左派の行動

や、在任中の厳しい批判に対して左派

に怒ったものであった。多くのツイー

トは攻撃的で礼儀知らずであった。し

かし、フェイクニュースや陰謀論を煽

るものではなかった。これは、このよ

うなテーマを研究する際には、データ

を慎重に読み、ラベル付けることが重

要であることを示す。現在の機械学習

のテキスト分析方法では、怒りに満ち

た政治的意見と、本物のフェイクニュ

ースを確実に区別することはできない。 

 影響力のある１４７件のアカウント

が発信したツイートの中から、以下の

基準のいずれかでフェイクニュースや

陰謀論を判別した。 

① 既成事実と直接的に矛盾する情

報を拡散している。単に間違っ

ているだけでは「フェイクニュ

ース」とは言えず、事実情報を

否定したり、損なわせたりする

投稿である必要がある。 

② 根拠のない重大な主張をするこ

と。例えば、個人や団体の共犯

を告発するなど。 

③ 事件について一般の人々が嘘を

つかれたり、惑わされたりして

いることを直接的に主張するこ

と。 

それ以外のツイートは、たとえ極端に

怒っていたり、偏っていたり、誤った

情報があっても、フェイクニュースと

はみなされた。 

 これらの基準を適用した結果、リツ

イート数の多い１４７アカウントのう

ち、実際にフェイクニュースや陰謀論
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を宣伝しているアカウントは３０件で

あることを判明した。これらの投稿の

多くは、陰謀論の２つのカテゴリーに

大別される。第一に、容疑者の動機が

統一教会関連であるという報道は、メ

ディアによる左翼の犯行を隠蔽しよう

とするものであるとするツイートがあ

った。第二に、外国のスパイや反日団

体が政府や社会に入り込み、暗殺に関

する情報の隠蔽や元首相のための追悼

の妨害を狙っていると主張するツイー

トである。 

 
12 Hagberg, Schultと Swart, 「Exploring network 
structure, dynamics, and funcPon using 
NetworkX」; BasPan, Heymannと Jacomy, 

５．陰謀論のコミュニティー 

 次に、暗殺事件後の１４日間に、こ

うした陰謀論やフェイクニュースを投

稿・シェアしたアカウントのコミュニ

ティーをネットワーク分析方法で検討

した。ネットワークの分析は Python

の NetworkXというパケージで行って、

図はGephi で作成した12。 

 まず、陰謀論のツイートを投稿した

３０件のアカウントのリツイートネッ

トワークを作成した。リツイートネッ

トワークの全容は図２に示す。相互に

「Gephi: An open source soTware for exploring 
and manipulaPng networks」. 

図 2 陰謀論アカウントのリツイートネットワーク 
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強くつながったコア・コミュニティー

がある一方で、多くの大規模アカウン

トは、コア・コミュニティーとはつな

がりのない特定の個人オーディエンス

も持っていることがわかる。これらは

フェイクニュースの拡散に重要ですが、

コミュニティー自体に関する情報はほ

とんど得られない。 

 分析の対象を絞り込むため、次数が

５以下のノードはネットワークから削

除した。つまり、影響力のある陰謀論

者３０アカウントが投稿したツイート

のうち、少なくとも５件をリツイート

したアカウントのみが残っている。そ

の結果、図３に示すようなグラフが出

来上がった。３０人の「陰謀論創造者」

とともに、５４８人の「陰謀論拡散者」

が、暗殺事件後の数日から数週間、こ

の種のフェイクニュースを伝播したコ

ミュニティーの中核を形成した。 

 日本のツイッターには、陰謀論信者

が６００人未満とは言え切れない。他

にも数千人がこのようなフェイクニュ

ースのツイートの１つか２つをフォロ

ワーにシェアし、数十万人が陰謀論ツ

イートを読んでもシェアしなかった。

図 3 コア・コミュニティーのリツイートネットワーク 
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さらに、今回の研究では、対象キーワ

ードを含まない人気のある陰謀論ツイ

ートを完全に見逃した可能性がある。

しかし、これらの右翼的陰謀論を広め

たコミュニティーに深く関与している

人がいかに少ないかということは、印

象的な発見である。コア・コミュニテ

ィーに参加しているのはわずか数百人

で、しかも彼らは互いに緊密に連携し

ている。その中で、大多数は単にフェ

イクニュースをシェアしており、実際

に新しい陰謀論やフェイクニュースを

投稿しているのは数十人しかいない。 

 このコア・コミュニティーが極めて

緊密な関係にあることは、中心にある

３０アカウントのリツイートネットワ

ークのJaccard類似度を計算し、その

値を使って新たにウェイト付きのネッ

トワークグラフを作図することでより

明確に確認することができる。このネ

ットワークは図４に示す。図で見える

ように、コア・コミュニティーに属す

るアカウントの大半は、そのツイート

が多くの同じツイッターユーザーによ

ってシェアされており、均質なオーデ

ィエンスを持つ緊密なコミュニティー

図 4 リツイートネットワークの Jaccard 類似度 
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であることが確認される。一方、一部

のアカウントは、暗殺事件がきっかけ

で陰謀論コミュニティーに参加し始め

リ、普段は別の内容を投稿している可

能性がある。しかし、フォロワー数の

多いアカウント（ノードの大きさで示

し、最大のものは２３万人のフォロワ

ーを持つ、平均は約４万人）を含む大

多数は、多くの同じアカウントにリツ

イートされている。暗殺事件のかなり

前からすでに同質的なコミュニティー

を形成していたのではないだろうか。 

 

６．フィルターバブル 

 SNS をユーザーは、どのアカウント

をフォローするという独自の選択と、

SNS 企業が開発したアルゴリズムによ

る隠れた選択を通じて、自分だけのメ

ディア環境を作り出す。これは、ソー

シャルメディアの大きな利点であると

同時に、大きな危険でもある。自分の

興味に合わせたパーソナルなメディア

環境を構築できることは非常に魅力的

であるが、その一方で、各ユーザーの

周囲にいわゆる「フィルターバブル」

図 5 よくリツイートされるアカウントのネットワーク 
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を作り出してしまう13。最悪の場合、

フィルターバブルはユーザーの既存の

偏見を支持する情報のみを提示し、反

論や反対の情報を隠す。その結果、ユ

ーザーが自分だけの「現実の個人的バ

ージョン」を作ることになり、事実に

基づいた情報は抑圧され、そのユーザ

ーが好むフェイクニュースが優先され

ることになる。フィルターバブルのす

べてがそれほど極端ではないものの、

この現象は SNS のユーザーを過激化

させ、社会の二分割を促進させると非

難されている。 

 
13 Pariser, The Filter Bubble; Bozdagと van den 
Hoven, 「Breaking the Filter Bubble」. 

 陰謀論とフェイクニュースは、疑問

を投げかける反論を防ぐ強力フィルタ

ーバブルがあるコミュニティーでより

容易に広まる。したがって、SNSコミ

ュニティーの性質を知る方法の一つは、

そのコミュニティーを取り囲むフィル

ターバブルを調べることである。その

ために、２つの異なる方法を用いた。

第一に、コミュニティーのメンバーの

過去 3 ヶ月（暗殺事件前を含む）のす

べてのツイートを収集し、平時によく

リツイートしている他のアカウントを

示すネットワークを構築した。第二に、

コミュニティー全員のフォローしてい

図 6 陰謀論者のフォローするメディア 
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るアカウントのデータも収集し、コミ

ュニティー内で最もよくフォローされ

ているアカウントを検討した。これに

より、このコミュニティーの方々は、

フェイクニュースや非常に偏った情報

源からしか情報を得ていないのか、そ

れとも、より主流の情報源もフォロー

しているのかを確認することができる。

つまり、これらの方法により、この陰

謀論コミュニティーを取り巻くフィル

ターバブルがいかに強力であるかを知

ることができる。 

 図５は、このコミュニティーで３ヶ

月間に最もよくリツイートされたアカ

ウントを作図したものである。緑色の

ノードが陰謀論者のアカウントで、赤

色のノードは彼らがよくリツイートし

ている他のアカウントである。殆どの

陰謀論者は、同じアカウントから情報

をシェアしており、このコミュニティ

ーが特に均質であるのを改めて示して

いる。 

 このネットワークには、主要なメデ

ィア組織は登場しない。つまり、これ

らの陰謀論アカウントは NHK、読売

新聞、朝日新聞などの組織や、その他

の一般的な情報源からの情報をシェア

しない。全国紙は右派の産経新聞だけ

である。主流の情報源の代わりに、こ

のネットワークはマイナーな極右の情

報源（その多くは匿名）のニュースを

強く宣伝する。右派の政治家（その多

くは比較的にマイナーな政治家）もこ

のネットワーク内でしばしば宣伝され、

マイナーな右翼メディア関係者もいる

が、最も影響力のあるアカウントは極

右の匿名情報源である。これらの情報

源は、陰謀論を直接拡散しているわけ

ではないが、陰謀論が作られ、広まる

情報環境の重要な部分を構成している

ものである。 

 最後に、図６は、陰謀論コミュニテ

ィーの全メンバーのうち、最もフォロ

ーされているアカウントの分析結果で

ある。具体的には、１８件のメディア

アカウントをそれぞれフォローしてい

るコミュニティーメンバーの割合（赤

い棒）と、各アカウントの総フォロワ

ー数（灰色の棒）を示す。この図は、

上記のネットワークグラフの結果を補

強するもので、このコミュニティーの

メンバーは主流のメディアからの情報

をシェアしないだけでなく、そのよう

な情報源をフォローしないという選択

していることがわかる。このコミュニ

ティーでは、一般な日本人と同じ情報

源からニュースを追う人は少ない。む

しろ、それらの情報源を無視し、自分

たちの既存のバイアスを支持するよう

な、非常にマイナーで過激な情報源か
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ら情報を受け取ることを選択するので

ある。 

 このフィルターバブルの中では、国

内外の主要なニュースが決して出てこ

ないかもしれないが、ほとんどの日本

人が関心を持たないような出来事が、

非常に重要なものとして誇張されてい

る。バブルの中で宣伝されているマイ

ナーな情報源は、「文化戦争」を強く

意識しており、毎日、日本と日本文化

が内外の敵から執拗に攻撃されている

というメッセージを発信している。こ

のフィルターバブルの中にいる人々に

とって、日本は野蛮な外国から常に脅

威にさらされている国であり、内部か

ら国を蝕むとする売国奴やスパイに満

ちているように見えるのだろう。 

 

７．おわりに 

 この研究プロジェクトはまだ初期段

階である。しかし、安倍元首相が暗殺

された後、フェイクニュースや陰謀論

が非常に少数のコアなグループによっ

てネット上で拡散されたことが明確に

示されている。ほんの数十人がフェイ

クニュースを作成し、数百人のコアな

支持者がこのニュースをより広く拡散

させたのである。しかし、このコア・

コミュニティーの人数が少ないからと

言って、彼らの活動を無視できるわけ

ではないだろう。コミュニティーの最

も人気なアカウントは２５万人以上の

フォロワーを持っており、彼らのツイ

ートがシェアされることで、作成する

フェイクニュースは何十万人もの視聴

者に届く可能性がある。さらに、この

コミュニティーは非常に均質で密な結

びつきがあるため、より過激なフェイ

クニュースや陰謀論がコア・グループ

内で拡散され、過激化する危険な可能

性がある。 

 このグループの過激化のリスクは、

これらの人々が自分自身の周りに構築

したフィルターバブルによって悪化し

ている。彼らは日本の主流メディアを

信用せず、関わりを持たない。その代

わりに、日本に対する脅威や、一般の

日本人が関心を持たないような「文化

戦争」のことを執着する、匿名の右翼

過激派が率いる代替的な情報環境を摂

取し、宣伝している。 

 このグループをはじめ、極左を含む

日本の他の陰謀論コミュニティーにつ

いて、さらに多くの研究が必要ではな

いだろうか。これらのコミュニティー

に属する人々のアイデンティティ、動

機、信念をより深く理解することで、

日本が他の国々で陰謀論が引き起こす

最悪の問題を回避し続けるのに役立つ

かもれしれない。
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